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だからこそ、あなたがたはあらゆる熱意を傾けて、

信仰には徳を、徳には知識を、

知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、

敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

　　　　　　　　第二ペテロ１章５～７節

年間聖句
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主日礼拝
２０２０年　４月 １９日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 受付 ： 若村めぐみ姉
パワーポイント ： 本多悟兄　　　　感謝の祈り ： 関久美子姉

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

関 久 美 子 姉

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 スピリットソング」

「 初めにおられた神のみことば」

聖歌４０８番「 御恵みと御光の」

聖歌４１３番「 疲れし世人よ」

　ローマ７章１節～６節

「 御霊に生きる祝福」

聖歌４７２番「 人生の海の嵐に」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後の昼食会は

４月いっぱいお休みとします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

ローマ７章１節～６節

1, それとも、 兄弟たち、 あなたがたは知らないのですか──私は律法

を知っている人たちに話しています──律法が人を支配するのは、 その

人が生きている期間だけです。

2, 結婚している女は、 夫が生きている間は、 律法によって夫に結ばれて

います。 しかし、 夫が死んだら、 自分を夫に結びつけていた律法から解

かれます。

3, したがって、 夫が生きている間に他の男のものとなれば、 姦淫の女と

呼ばれますが、 夫が死んだら律法から自由になるので、 他の男のもの

となっても姦淫の女とはなりません。

4, ですから、 私の兄弟たちよ。 あなたがたもキリストのからだを通して、

律法に対して死んでいるのです。 それは、 あなたがたがほかの方、 すな

わち死者の中からよみがえった方のものとなり、 こうして私たちが神のた

めに実を結ぶようになるためです。

5, 私たちが肉にあったときは、 律法によって目覚めた罪の欲情が私たち

のからだの中に働いて、 死のために実を結びました。

6, しかし今は、 私たちは自分を縛っていた律法に死んだので、 律法から

解かれました。 その結果、 古い文字にはよらず、 新しい御霊によって仕

えているのです。

「御霊に生きる祝福」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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メッセージ要約

●これまでの流れ

聖書の律法は私たちに罪の意識を与え、 罪に気付かせてくれます。 しかし、 その律法に縛られて生きても本当の救

いは無いとパウロは自分自身の証しを通して語ってきました。 律法によって与えられることは、 罪の意識であるとパ

ウロは語り続けています。 この罪の意識、 罪の問題の本当の解決方法は、 律法を知っていることや、 律法を守っ

ているふりをすることではないのです。 本当の罪からの解放解決はどこにあるのでしょうか？本日の聖書個所から 3

つのポイントで見ていきたいと思います。

１、 律法を知っているだけでは本当の救いは無い	

　律法を知ることを通して与えられることは？
①罪の意識に支配される。

　律法を知ることを通して、 私たちは自分自身の罪に気付かされるのです。 自分自身の弱さを知ることができるの

です。 そこから、 私たちは何とかしてこの律法を守らなければ救われない。 律法から示された罪をばれないように

演じなければならないという意識が強くなり、 律法によって縛られ、 自分の弱さに素直になれず、 自分の弱さを隠

すようになってしまうのです。 それが次のポイントです。
②罪の意識を自力で隠すことに必死になる。

その結果は、 律法を守っていると見せかけることに必死になって生きてしまう。 自分よりも律法を守れない人を見下

し、 裁き、 高慢と言う罪を犯してしまうのです。

２、 私たちが自分の欲に生きる時に起こるでき事。 （5 節）

　律法によって示された罪を抑制することができなくなってしまいます。 そして、 自分の罪をごまかし、 また更なる嘘

や罪を犯し、 死の為に実を結んでしまう結果となってしまうのです。

　私たちが、 自己中心な神感をもって歩み続けるのであれば、 イエス様に対して不倫 （裏切り） と同じこととなり、

死の為に実を結ぶ方向へと進むこととなるのです。 そうならない為にも、 素直な心で御言葉に聞き、 実践していく

ことがとても大切なのです。

３、 律法を通して示された罪を隠さず、 キリストに差し出し、 キリストの十字架と共に罪に死ぬことこそが、 神の為

に実を結ぶ者となる。

　パウロはこの時代律法に生きてきたユダヤ人クリスチャンたちに、 どうすればこの律法の縛りから解放されるかを

語ったのです。 その方法とは、 妻と夫との関係にたとえて話しています。 夫が生きている間に他の男の人と結ばれ

れば、 姦淫の罪 （不倫） を犯したことになります。 しかし、 夫が亡くなってしまえばその妻は婚姻関係は解かれ、

他の男性と結ばれても、 姦淫の罪とはならないのです。

　このたとえは、 4 節で語られている本題とぴったりと当てはめることができない為どういう意味なのか悩まされる

たとえでもあります。

　これは、 クリスチャンとは、 律法に対して示された罪に対してキリストと共に死んだので、 もう律法によって縛られ、

解放されない罪の意識で苦しむことはないということなのです。

　ここで語られているたとえの意味は、 私たちクリスチャンに対して、 キリストが私たちの為に死んでくださったように、

私たちもキリストの十字架の前にすべての罪を告白し、 「自分の罪に死ぬこと」 が大切なのです。 それは、 律法に

生きるようとすることによって生じる罪の意識を隠すのではなく、 本来の弱さ罪を認め自分に死ぬ時となるのです。

それは要するにどういうことかと言いますと、 罪を背負って死なれ復活された 「キリストを受け入れるということ」

なのです。そうすることによって私たちは律法によって示された自分自身の罪からキリストの十字架の死と復活によっ

て解放され、 死から復活して下さったキリストと共に神の為に義の実を結ぶものへと変えられるのです。

●まとめ

「私たちを縛っていた古い自分を捨て、 新しい御霊によって歩めているか？」

　私たちは自分の罪にも気づかないことがあるほど罪深いものです。 だからこそ、 神様は私たちに律法を与えられ

ています。 律法を通して自分の罪を知ることができます。 また、 神様からかけ離れた存在であることを知ります。 し

かし、 それを自分の力で律法に打ち勝とうとする時、 私たちは打ち勝てない自分に気づき、 嘘をつき、 律法を表

面的に実践しているように見せてしまい、 自分より弱い人を裁き、 自分を正当化し、 自分の力で律法に打ち勝って

いるかのように演じてしまうのです。 そして、 嘘がばれないようにと嘘に嘘を重ねて生きてしまう弱さが出て来るの

です。 そのような私たちを縛っていた古い自分の罪に死に、 罪に勝利されたイエスキリストの受持化の身代わりの大

きな愛を信じる信仰によって生きる者でありたいです。

                                                                                                                            原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 4 月 15 日（水）

 4 月 12 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　３人　　　　　　　　　　　　　３人

礼　　　　　拝   　３人     ６人   １１人　    ２０人

　　　　　　　　　　　（礼拝はオンライン参加者 10 名含む）

夕　　礼　　拝　　 　　　　 お休みでした。

祈　　り　　会　　 　　　   お休みでした。

報　　　　告

本日午後の予定

４月の誕生日

次週（４月２６日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　 　

聖　　書 ： ローマ７章７節～１３節　

説　　教 ： 「律法は罪なのか？」　若村和仁師　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 「イエスに栄光あれ」　　　今月の賛美 「初めにおられた神のみことば」

　　　　　　　　聖歌２９５、 聖歌３３２、 聖歌５７０、 聖歌３８３

受　　付 ： 関久美子姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺恵姉

集会案内

礼　　　　拝　　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
 4月26日(日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　   9:30 ～ 10:15

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆教会の台風被害雨漏り修理と、 壁の塗り替え工事が無事終わりました。
　　皆様の尊い献金とお祈りありがとうございました。

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　 お休みいたします 4月22日(水）

☆礼拝後、昼食会はコロナ問題が落ち着くまでお休みいたします。

・ ４月２１日～２４日 （火～金） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）

☆引き続き４月もコロナウィルス対策として、平日の集会、家庭集会はお休みとし

　日曜日の礼拝はおこないますが、賛美は一節のみ、聖餐式はお休みいたします。

　午後の昼食会、午後からの英会話や、子ども会は４月いっぱいお休みとします。

　また、熱がある方や、体調不良の方は、礼拝出席を無理せずラインにて礼拝を中継い

　たしますのでご利用ください。　

　また、礼拝堂に入られる時には、手の消毒をよろしくお願いいたします。

★礼拝中の席は、お隣とひと席空け、ゆとりをもってお座りください。

　３日 岡野あかね姉　１８日 本多守兄　２８日 佐藤裕子姉　３０日　若村愛結歌ちゃん

・ ４月２３日 （木） hi-b.a. 所沢オンライン集会 （場所 ： オンラインにて）
・ ４月２４日 （金） hi-b.a. 川越オンライン集会 （場所 ： オンラインにて）

☆イエス様の復活を感謝し私たちの神様への感謝の表れとして 「イースター献金」　をお献げした
　　いと思います。 イースター献金袋ご用意しています。 イースター献金にご利用ください。
●先週の新来者　町田里美さん
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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